
 
 
 
 
 
 
 

カエルツボカビ症とは？ 

フィールドでできることは？ 

～ 一人ひとりがカエルを守ろう！ 自然を守ろう！ ～ 
 
2007 年、国内の野生の両生類からも感染していることが確認されました。 

カエルツボカビ症は、両生類とくにカエルに感染・発病すると致死率は９０％。 

海外の事例では、短期間で感染し、一定地域のカエルが絶滅してしまうほどの威力。 

これは、両生類のみの危機に留まらず、食物連鎖を介して生態系全体をゆるがす危機。 

感染した個体をいち早く発見し、拡散防止のために、私たちができることは何か？ 

カエルツボカビ症についての最新の情報と対処方法を学ぶための勉強会を開催します！ 

 

■日時：7 月 19 日（土） 13:00 開場受付  13:30 開始～16:45 終了 

■場所：大阪市弁天町市民学習センター 講堂 （大阪市港区弁天 1-2-2-700(オーク 2 番街 7 階)） 

■対象：NACS-J 自然観察指導員、NACS-J 会員、野外調査活動・保全活動を行う方 約 100 名 

■ 参加費：無料 

■ 事前申込不要 

 

＜＜＜ スケジュール ＞＞＞ 

13:30 趣旨説明 大野正人（日本自然保護協会）  

13:40 講演「カエルツボカビ症とは、その最新の状況と対策」 講師：宇根 有美（麻布大学准教授） 

  14:40 講演「関西における両生類の生息状況～カエルやサンショウウオの棲む環境は今～」 

       講師：松井 正文（京都大学教授） 

 15:40 休憩 

15:55 「Q＆A 各フィールドでの対処」 

講師、参加者とのフロアディスカッション 

16:45 終了 

 

＜＜＜ 会場までの交通案内 ＞＞＞ 

・ＪＲ環状線「弁天町駅」北口より徒歩約５分 

・地下鉄 中央線「弁天町駅」西口 2A 出口より徒歩３分 

 

※ ツボカビ症は両生類の病気なので、人間には感染しません。 

 

 

（財）日本自然保護協会（財）日本自然保護協会    特別企画特別企画  

カエルツボカビ症勉強会カエルツボカビ症勉強会  

  

主 催 :NACS-J 自 然 観 察 指 導 員 大 阪 連 絡 会 ・ ( 財 ) 日 本 自 然 保 護 協 会  /            
後援：（社）大阪自然環境保全協会  /  協力: NACS-J 自然観察指導員兵庫連絡会 ・ NACS-J
自然観察指導員奈良連絡会・NPO 自然観察指導員京都連絡会 / 助成:(財)自然保護助成基金 

 

＜問合せ先＞ 

NACS-J 自然観察指導員大阪連絡会 担当:廣嵜(ひろさき)  

℡: 090-4568-6457 / E-mail: frog@jinenjo.org   

 


